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【左上】昇銀竜三重芯錦冠菊（小松煙火工業）
【左下】翡翠をちりばめたペンダント（響屋大曲煙火）
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▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
同
意
】

　

伊
藤
勝
良
氏
（
太
田
町
三
本
扇
・
新
）

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

除
雪
ド
ー
ザ
（
14
ト
ン
級
）
２
台
を
購

入
す
る
も
の
で
す
。
取
得
金
額
は
３
６
８

５
万
円
で
、
西
仙
北
地
域
、
中
仙
地
域
に

配
備
さ
れ
ま
す
。

▼
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

協
和
地
域
の
岩
瀬
・
湯
野
沢
地
区
の
分

譲
地
を
処
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
し

ま
し
た
。

▼
大
仙
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
る
、
市
内
の
深
刻
な
状
況
を
鑑

み
て
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
上
下
水

道
事
業
管
理
者
及
び
代
表
監
査
委
員
の
６

月
期
末
手
当
の
全
額
を
減
額
す
る
も
の
で

す
。

▼
大
仙
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

う
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
中
小
事
業
者
等

に
お
け
る
固
定
資
産
税
額
の
減
免
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
適
用
期
間
の
延
長
な
ど
に
つ

い
て
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
大
仙
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

建
て
替
え
中
の
西
仙
北
中
央
公
民
館
の

名
称
を
「
大
綱
交
流
館
」
に
改
め
た
ほ
か
、

利
用
区
分
及
び
使
用
料
に
つ
い
て
定
め
た

も
の
で
す
。

人　

事　

案

単　

行　

案

条　

例　

案

第２回定例会
　第２回定例会は、５月29日（金）
から６月19日（金）までの22日間
の会期で行われました。
　本会議１日目に、老松市長の市政報
告が行われ、市当局提出の人事案２７
件を同意、条例案２件、単行案１件、
補正予算案２件を原案可決しました。
　本会議４日目に、人事案１件、条例
案３件、単行案１件、補正予算案３件
をそれぞれ原案可決したほか、請願１
件、陳情１件をそれぞれ採択、意見書
案２件を原案可決しました。
　一般質問では６人の議員が市政全般
について、市当局に質問しました。

※第２回定例会の録画映像は、大仙市ホーム
ページの議会のページでご覧いただけます。

本会議第２日　一般質問

QRコードから録画中継
（大仙市議会Youtubeチャンネル）
にアクセスできます。

大綱交流館　外観
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第２回定例会の概要



▼
令
和
２
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
・
５
・
６
号
）

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
合

計
で
10
億
１
２
４
６
万
３
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
は
５
２
２
億
４
４
７
０
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
地
域
活
力
再
生
応
援
事
業
費
（
民
間
団

体
等
に
よ
る
市
内
経
済
の
維
持
・
活
性

化
に
資
す
る
経
費
へ
の
補
助
金
）

１
０
０
０
万
円

●
妊
産
婦
健
診
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

　

業
費　
　
　
　
　
　

４
３
２
万
８
千
円

●
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
設
置
運
営
事
業
費

１
９
９
８
万
円

●
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
支

　

給
事
業
費　
　
　
　
　

８
６
０
８
万
円

●
子
育
て
支
援
地
域
商
品
券
給
付
事
業
費

２
億
１
３
８
６
万
９
千
円

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事

業
費
（
感
染
症
対
応
避
難
所
に
必
要
と
な

る
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ン
ト
の
購
入
費
）

５
７
７
万
５
千
円

●
地
域
交
通
対
策
事
業
費
（
市
内
循
環
バ

　

ス
ル
ー
ト
の
延
伸
経
費
等
）

２
３
７
１
万
３
千
円

●
法
人
立
大
曲
北
保
育
園
建
設
費
補
助
金

３
５
０
５
万
２
千
円

●
観
光
施
設
等
経
営
支
援
事
業
費

７
６
５
万
３
千
円

●
大
仙
市
学
生
支
援
事
業
費
（
県
外
学
生

　

へ
の
支
援
給
付
金
等
）６

８
１
０
万
千
円

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
事
業
費

（
市
内
小
中
学
校
の
全
生
徒
へ
の
パ
ソ

コ
ン
導
入
経
費
）

　
　
　
　
　
　
　

２
億
４
６
３
９
万
千
円

▼
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
割
合
２
分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め

の
、
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算
に
か
か
る

意
見
書
採
択
の
請
願
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
採
択
】

▼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

【
全
会
一
致
で
採
択
】

陳　
　

情

補　

正　

予　

算

請　
　

願

主
な
も
の

主
な
も
の

第
１
回
臨
時
会

　

第
１
回
臨
時
会
が
４
月
22
日
（
水
）
に

招
集
さ
れ
、
市
当
局
提
出
の
専
決
処
分
報

告
３
件
を
承
認
、
条
例
案
１
件
、
単
行
案

３
件
、
補
正
予
算
案
２
件
を
原
案
可
決
し

ま
し
た
。

▼
大
仙
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
傷
病
手
当

金
の
支
給
基
準
、
額
に
つ
い
て
定
め
ま
し

た
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

・
凍
結
抑
制
剤
散
布
車
（
３
ト
ン
級
）
１

台
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。
取
得
金
額
は

２
０
２
４
万
円
で
、
大
曲
地
域
に
配
備
さ

れ
ま
す
。

第
２
回
臨
時
会

　

第
２
回
臨
時
会
が
５
月
８
日
（
金
）
に

招
集
さ
れ
、
市
当
局
提
出
の
単
行
案
５
件
、

補
正
予
算
案
１
件
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

・
消
防
用
軽
四
輪
駆
動
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
積
載
車
４
台
。
取
得
金
額
は
２
６
１
８

万
円
で
、
西
仙
北
地
域
、
中
仙
地
域
に
配

備
し
ま
す
。

・
除
雪
機
械
購
入
、
各
所
に
配
備
し
ま
す
。

　

除
雪
ド
ー
ザ
11
ト
ン
級
３
台
（
現
年
）

５
０
１
６
万
円

　

除
雪
ド
ー
ザ
14
ト
ン
級
１
台
（
繰
越
）

２
１
４
５
万
円

　

除
雪
ド
ー
ザ
14
ト
ン
級
２
台
（
現
年
）

４
２
７
９
万
円

　

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
２
・
２
メ
ー
ト
ル
級

　

１
台　
　
　
　
　
　
　

４
２
７
９
万
円

▼
令
和
２
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
84

億
４
７
４
３
万
４
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
５
１
２
億
３
２
２
４

万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
特
別
定
額
給
付
金
事
業
費
・
事
務
費

80
億
５
４
２
２
万
３
千
円

●
経
営
維
持
臨
時
給
付
金
事
業
費

３
億
６
１
３
７
万
円

大曲地域に配備されるものと同型の
凍結抑制剤散布車

子育て支援地域商品券
（左：共通券、右：一般店専門券）
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第２回定例会・臨時会の概要



１日　議員全員協議会
　　　議員定数等検討会議
15日　議会運営委員会
　　　議員定数等検討会議
17日　広報広聴常任委員会
22日　第1回臨時会
　　　議会改革推進会議

１日　議会運営委員会
８日　第２回臨時会
　　　企画産業常任委員会協議会
　　　議員定数等検討会議
19日　議会改革推進会議
21日　教育福祉常任委員会協議会
25日　議会運営委員会

29日　第２回定例会（第１日）
　　　会派代表者会議
　　　議員全員協議会
　　　広報広聴常任委員会

10日　第２回定例会（第２日）
　　　議員説明会
11日　第２回定例会（第３日）
　　　建設水道常任委員会審査
12日　各常任委員会審査（建設水道を除く）
　　　総務民生常任委員会協議会
17日　議会運営委員会
19日　第２回定例会（第４日）
　　　議員説明会
25日　議会改革推進会議
30日　議会運営委員会

議会のうごき議会のうごき
４月

５月

６月

　

第
３
回
臨
時
会
が
７
月
７
日
（
火
）
に

招
集
さ
れ
、
市
当
局
提
出
の
単
行
案
１
件
、

補
正
予
算
案
１
件
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

▼
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

【
全
会
一
致
で
可
決
】

・
奥
羽
山
荘
建
物
の
譲
与
を
受
け
る
佐
々

木
興
業
株
式
会
社
に
、
奥
羽
山
荘
の
敷
地

等
を
無
償
貸
付
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
６

億
９
１
９
５
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
は
５
２
９
億
３
６
６
６
万
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

●
重
度
障
が
い
者
（
児
）
介
護
世
帯
へ
の

支
援
事
業
費　
　
　
　

２
６
６
８
万
円

●
在
宅
高
齢
者
等
介
護
世
帯
へ
の
支
援
事

業
費　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
０
万
円

●
経
営
再
興
支
援
事
業
費
（
事
業
者
に
お

け
る
、
テ
ナ
ン
ト
家
賃
、
設
備
維
持
経

費
等
に
対
す
る
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　

２
億
２
１
０
１
万
８
千
円

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
商
品
券
発
行
事
業
費

　
　
　
　
　
　

３
億
３
９
２
５
万
５
千
円

●
小
中
学
生
エ
ー
ル
花
火
事
業
費
（
小
中

学
生
を
元
気
づ
け
る
た
め
の
エ
ー
ル
花

火
打
ち
上
げ
経
費
）　

６
５
０
０
万
円

３名の議員に永年在職者表彰３名の議員に永年在職者表彰３名の議員に永年在職者表彰

　５月27日に開催された「第96回全国市議会
議長会定期総会」で、高橋敏英議員が在職25
年以上、佐藤芳雄議員が在職20年以上、後藤
健議員が在職10年以上の功労により表彰を受
けられ、第２回定例会第４日の本会議開会前
に、金谷道男議長より表彰状が伝達されまし
た。受賞おめでとうございます。

高橋 敏英 議員
（在職25年）

佐藤 芳雄 議員
（在職20年）

後藤 健 議員
（在職10年）

第
３
回
臨
時
会
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議会のうごきほか



　　　新型コロナウイルス感染症対策として、感染
症ベッド数、ICU（集中治療室）、細菌検査センタ
ー保健所などの体制強化が必要では。
　　　保健所の体制は県で強化している。県では、
PCR検査センターを３カ所に増設中で、受け入れ可
能なベッド数も増やしたいとしている。市では県の
要請に応じ、感染症仮設診療所の開設準備を進めて
いる。
　　　今回のコロナ感染症でマスクや消毒液などが
不足した。市として備蓄品を増やさなければならな
いと思うが。
　　　市では避難所用パーテーションテントの購入
のほか、せっけんやペーパータオル等の物資を新た
に準備し、また、マスクや防護服、消毒液なども追

加購入し、備蓄品の充実に努めている。

◆放課後児童クラブの体制は？
　　　コロナの影響で一斉休校になったが、放課後
児童クラブは継続され、全国的に大変な状況が報告
されている。大仙市では、どのような運営体制だっ
たのか。
　　　　　　　３月２日以降、午前７時から午後７
時まで、開所日数は23日、支援員１人当たりの勤務
日数は、昨年比で49時間増となった。
　　　支援員の皆さんから、心配や苦労話などはな
かったのか。
　　　　　　　４月中旬に全ての児童クラブを訪問
して直接現場の声を聞いた。いつまで続くのかとい
う不安、消毒液やマスク不足、クラスター発生の不
安などが寄せられた。
　　　支援員はぎりぎりの体制だと聞いている。育
成と確保に力を注ぐべきでは。
　　　　　　　コロナの影響で支援員の不足が心配
され、求人募集をしている。引き続き努力したい。

Q

A

藤田　和久　議員

質問

質問

質問

質問

質問

健康福祉部長

健康福祉部長

健康福祉部長

市長

市長

医療や保健所の体制強化
が必要では

感染症仮設診療所の
開設準備を進めていく

　　　「コンピュータおよびインターネット設備経
費」を補正し、迅速に予算執行してはいかがか。
　　　　１人１台の端末を整備したい。今後、ハー
ド面の整備とともに、教員に対して、ICT（情報通
信）機器を使った授業技術の向上を図るため、ICT
活用計画の中に研修計画を盛り込み、教員の技術の
習得、資質向上に努めながらオンライン教育を進め
ていく。

◆新型コロナウイルス感染症に伴う対応はどうか
　　　緊急事態宣言後も仕事をしなければならない
医療関係者や運送業など、さまざまな業種に対して
誹謗中傷や風評被害が出ないよう、さらなる呼び掛

けを行うべきと思うが。
　　　これまで、正確な情報に基づいた冷静な判断
や行動を求め、誹謗中傷等の人権侵害は絶対にやめ
るようお願いしてきた。今後も感染拡大防止と同様、
強く市民の皆さまに呼び掛けていく。
　　　「帰国者・接触者相談センター」に電話がつ
ながらない。市として独自に医師会と連携して相談
窓口を設けたらどうか。
　　　個人情報の保護と地域における風評被害を防
止するため、市独自に相談窓口を設置することは困
難である。現在、県では電話回線を８回線にして相
談体制の強化を図り、状況が改善されている。現在、
当市が設置準備を進めている仮設診療所では、コー
ルセンターや保健所を経由しなくても、かかりつけ
医からの申し出により、直接PCR検査の検体採取が
実施できる体制を検討している。
　
※この他、情報の開示と規制解除について質問しま
した。

質問

質問

質問

教育長

市長

市長

Q

A

小中学校長期休校に伴うタブ
レット端末の整備は

１人１台の端末を整備し、
オンライン教育を進めていく

ひぼう

（日本共産党）

髙橋　徳久　議員
（だいせんの会）
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　　　新型コロナウイルス感染症の流行を想定した
オンライン教育の整備について、ネット環境が未整
備な家庭への導入支援と併せてどのように進めてい
くのか。
　　　　オンライン教育の基盤となる１人１台のタ
ブレット端末の整備は、今次定例会に提案し、ご審
議いただくこととしている。また、タブレット端末
を活用したオンライン教育の実施には、家庭のWi-Fi
等のネットワーク環境の充実を図ることが必要なの
で、各家庭の状況等を踏まえた上で整備していく。
 一方で、オンライン教育を実施するに当たり、今
年度は特に教職員の知識や能力などの向上を図るた
め、各小・中学校の情報教育担当者に対してプログ
ラミング教育に関する研修会を実施する。さらに来
年度は、モデル校を指定し、オンライン授業等につ

いて研究を進め、研究成果を発信していく。
    　ハイブリッド方式の導入について検討すべき
と考えるがいかがか。
　　　　場所や時間にとらわれないオンライン学習
のメリットや、仲間同士でのコミュニケーションを
重視したオフライン教育のメリットの二つを合わせ
たハイブリッド型の教育がこれから重要視されてい
くものと考え、ハイブリッド型の授業について研究
していきたいと考えている。

※この他、事業継続と雇用を守り抜く支援策、介
護・障がい者福祉・保育サービスへの支援策、感染
症下の自然災害への対応について質問しました。

質問

教育長

質問

教育長

　　　一期４年目の集大成の年、また市政16年目
である。市全般の市勢と市長の政治姿勢を伺う。ま
た「百聞は一見に如かず」のことわざがあるが、旧
８市町村へ足を運び、耳ばかりではなく、目で見て
確かめては。
　　　地域を元気に、また住みよさを実感できるよ
う市民目線に立ち、街づくりや市政運営のかじ取り
をし、11の重点施策に基づく事業を展開しながら、
地域の活性化と地域創生に取り組んできた。また
「子育てに寄り添うまち」の創造に向け、各事業を
開始している。少子高齢化、人口減少などの課題や、
新型コロナウイルス感染症への「新たな日常」の創
造に向け、政策にも転換が求められている。引き続
き各地域に伺い、目で見て声をお聴きしながら、戦
後最大の危機から地域経済を回復させ、未来に希望
が持てる取り組みを進める。

◆高速交通体系の整備について
　　　秋田自動車道４車線化や山形新幹線の大仙市
までの延伸で、交流人口の拡大や観光や産業の流通
による活性化が期待される。未来を見据えた先進的
な発展について伺う。
　　　秋田自動車道４車線化は昨年３月に山内・湯
田間、今年３月から横手・山内間で、ともに約7.7
キロメートルの事業化が決定した。大仙・横手間も
要望活動を展開していく。山形新幹線の延伸は「秋
田県奥羽・羽越新幹線整備促進期成同盟会」の中で、
その趣旨を継承しながら、各関係団体と官民一体で
要望活動を展開し、高速交通体系の整備促進につな
げていく。

◆大仙市アーカイブズについて
　　　入館者数が減少している。アーカイブズまで
の案内看板や、展示内容等をお知らせするソーラー
パネル付き電光掲示板が必要では。また周辺道路・
乙超沼・公園の環境整備について伺う。
　　　　　案内看板の国道や県道への設置について
は過去にも国・県と協議したが、再度検討してまい
りたい。周辺の環境整備については、来館者の心身
のリフレッシュが図れるよう関係機関と協議していく。
※この他、第２次大仙市総合計画後期計画について
質問しました。

質問

質問

質問
市長

市長

Q

A

ハイブリッド型授業の導入
を検討すべきでは

導入に向け研究していく

Q

A

市長の政治姿勢と市勢に
ついて問う

初志貫徹、未来に希望の
持てる取り組みを進める

総務部長

秩父　博樹　議員
（公明党）

小松　栄治　議員
（新政会）
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　　　新型コロナウイルス感染症によって、不安や
ストレスを感じた市民に対して、どのような支援を
考えているのか。
　　　　　　　自殺へつながるような経済問題や、
健康問題を抱えた方に早期に対応するため、高齢者
や子ども向け、女性向けなどライフステージ別の
「コロナうつ」に対するチラシを作成し、啓発して
いく。
　こころの健康に対する相談事業としては、健康増
進センターの保健師が随時相談を受けるほか、事前
予約制で臨床心理士によるカウンセリングも行って
いる。
　また、不安やストレスを感じている方への対応と
して、NPO法人　蜘蛛の糸と協力して開催している
「いのちの総合相談会」を９月に前倒しして実施する。

　今後、市のホームページやFMはなび等を通じて、
支援事業や相談窓口について分かりやすい周知を心
掛け、市民の不安やストレスの軽減が図られるよう
努めていく。

◆休校中の学習支援は
　　　コロナでの休校、または自然災害等による休
校に対して、どのような準備や取り組みをしている
のか。
　　　　　　　現在１人１台のタブレット端末の整
備を進めることとしているが、全学級でオンライン
授業等が行われるまでには、ある程度の時間が必要
になる。
　今後、感染症や自然災害等の不測の事態で休校に
なった場合は、これまで行った「FMはなび」を活
用したラジオ授業に加え、DVD配布や、セキュリ
ティを考慮した上での動画配信を検討していく。ま
た、長期休校で課題となる授業時数確保のために、
最低限度押さえておくべき学習内容のポイント集を
作成するなど、児童生徒の「学びの保証」に努めて
いく。

質問
質問

教育指導部長

　　　新型コロナウイルス感染症対策として、一斉

休校やイベント自粛、緊急事態宣言により、社会経

済が甚大な影響を受けている。新たな感染者が発生

した場合、これまでのような市民への行動制限はあ

るのか。

　　　今後も第２波、第３波が懸念され、予断を許

さない状況にある。しかし、感染拡大初期と異なり、

検査や医療体制が強化されつつあり、３密（密閉・

密集・密接）対策、フィジカルディスタンスの確保

など、新しい生活様式が徐々に浸透し始めている。

そのような中、市内で感染者が発生した場合には、

感染者の情報や感染経路のほか、国内、県内の感染

状況などを慎重に見極めながら市民の安全と感染拡

大防止を第一に、自粛要請を含めた最善の対策を講

ずる必要がある。また、こうした事態に当たっては、

市民生活・経済への影響のほか、人権侵害、誹謗中

傷にも配慮した対策を講じていく。

　　　外出や営業自粛、休業要請による経営の問題

で廃業・倒産に至ったケースは発生しているのか。

また非正規労働者等の雇用環境の現状は。

　　　管内では、新型コロナウイルス感染症の影響

により廃業、倒産に至った事業所はない。しかし、

今後廃業に追い込まれるケースも発生しかねないた

め、新たな支援策の導入も含め、きめ細かな対応に

努めていく。

　また、雇用環境は、ハローワーク大曲によると離

職者は25名で、そのうち非正規労働者が19名とのこ

とである。今後の情勢次第ではさらなる離職者の増

加も懸念されるため、求人・求職双方の支援に努め

ていく。

質問

質問

市長

市長

Q

A

市民の精神的負担を
どう支援していくのか

支援事業や相談窓口の
周知を図っていきたい

Q

A

新たな感染者の発生で、再び
行動制限などが行われるのか

状況を見極め、最善の策
を講じていきたい

健康福祉部長

く　も

挽野　利恵　議員
（公明党）

佐藤　文子　議員
（日本共産党）

だいせん市議会だより　令和2．8
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総務民生常任委員会
　条例案３件、補正予算案２件、請願１件、陳
情１件を審査しました。審査では次のような質
疑がありました。

●大仙市長及び副市長の給与及び旅費に関する
条例等の一部を改正する条例の制定
【問】新型コロナウイルス感染症拡大の影響に
よる地域の厳しい現状を鑑み、特別職の６月期
末手当の全額を減額することとしているが、６
月が終われば廃止条例として改正するのか。
【答】条文中に、６月に限った減額を附則で改
正しているので、今後、改正条例は出さないこ
ととしている。

●大仙市税条例等の一部を改正する条例の制定
【問】新型コロナウイルス感染症の影響により
収入が減少した事業所等に対して、徴税を１年
間猶予するとのことだが、減免ではなく猶予な
ので翌年度以降に負担が大きくなることが想定
される。猶予後の徴税についてどのように対応
するのか。
【答】地方税法上、最長２年まで納税の猶予が
可能なので、分納の手続きなどを案内しながら
納税者の負担を軽減しつつ、全額回収を目指し
たい。

●一般会計補正予算（危機管理対策費）
　※新型コロナウイルス感染症対策事業

【問】感染症拡大防止対策として避難所に導入
予定のパーテーションテントは、製造・販売し
ている業者は全国に何社くらいあるのか。
【答】把握している範囲で、全国に５社程度で
ある。

◇陳情第43号「地方財政の充実・強化を求め
る意見書提出に関する陳情」は、願意を妥当と
し、採決の結果「採択すべきもの」としました。

企画産業常任委員会
　補正予算案４件を審査しました。審査では次
のような質疑がありました。

●一般会計補正予算（観光施設等経営支援事業）
【問】新型コロナウイルス感染症の影響で休業
を余儀なくされた市が所有する温泉施設および
道の駅への損失補塡額に、人件費が含まれてい
なかった。従業員に対する補塡は、どのように
行われるのか。
【答】人件費は、国の雇用調整助成金で補塡さ
れることとなっている。そのため、市の損失補
塡額からは除いている。

●一般会計補正予算（タクシー事業者がテイク
アウト料理を配送する「大仙エール便」）
【問】現在、どのくらいの業者が参加している
のか。
【答】市内の事業者７社のうち、参加事業者は
４社となっている。参加見送りの理由としては、
台数を確保できないことや従業員の休業による。

●一般会計補正予算（南外地域の買い物支援事
業「南外さいかい市移動販売車」）
【問】地域の魅力再発見事業の一環で、これま
で民間で実施する移動販売への支援を行ってき
たが、同事業との違いは何か。
【答】民間が実施する移動販売への支援につい
ては、令和元年度で廃止とした。本事業は、南
外さいかい市運営協議会のメンバー15人が、地
域住民同士の見守り体制を構築するという趣旨
のもと、「さいかい市」に買い物に行けない高
齢者などに、移動販売と合わせて、顔見知りと
いう利点を生かした高齢者見守り活動を団体が
実施していくものである。

ほてん
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教育福祉常任委員会
　条例案１件、単行案２件、補正予算案３件、
請願１件を審査しました。審査では次のような
質疑がありました。

●大仙市感染症仮設診療所の制定
【問】仮設診療所で受診した場合、料金はいく
らになるのか。
【答】PCR検査を受けた分の料金は無料となっ
ているが、初診料が健康保険によって所定の負
担分が掛かることになる。
【問】診療する医師は大曲仙北医師会を想定し
ているとのことだが、看護師や臨床検査技師の
確保はどうするのか。
【答】県の看護師協会や臨床検査技師協会が在
宅で資格のある方々を把握しているので、そち
らと協議して進めてまいりたい。

●一般会計補正予算（ペアーレ大仙管理費）
【問】休止していた講座を６月１日に再開した
とのことだが、前年と比べてどのような状況か。
【答】６月９日の週の時点で716人の受講申し
込みがあり、前年度の1,221人から505人のマイ
ナスとなっている。
【問】今回の補正は４月から５月までの減収分
を補助するとのことだが、６月以降も減収が見
込まれる。それに対しても支援するのか。
【答】６月以降も非常に厳しいと伺っている。
今後数カ月状況を注視していく必要がある。

●一般会計補正予算（GIGAスクール構想推進
事業費）
【問】これまでに小・中学校に整備してきたパ
ソコンと、今回導入する機種との違いで不具合
は生じないのか。また、全て統一したパソコン
になるのか。
【答】今回整備する5,092台は全て児童生徒の
分であり、統一となれば望ましいが、調達が困
難な場合、地域ごとに分けての発注も想定して
いる。メーカーは違っても規格は統一されてお
り、混乱はないと考えている。

建設水道常任委員会
　単行案２件、補正予算案２件を審査しました。
審査では次のような質疑がありました。

●財産の処分（協和地域　岩瀬・湯野沢地区宅
地造成事業で造成した宅地の分譲）
【問】宅地の分譲単価である１平方メートル当
たり4,900円は、事業費から算出した単価なの
か。それとも、この地域の標準的な単価なのか。
【答】全体事業費のうち、宅地造成に係る経費
を、その造成地の面積で割ったもので分譲単価
を算出している。
【問】それは、分譲地全てが売却可能な単価な
のか。
【答】国土交通省が雄物川河川改修事業で、移
転対象者の土地を買収した際の単価を上限に、
それを下回るように事業費を精査して算出して
いるので、移転対象者からはご理解をいただい
ている。

●一般会計補正予算（橋りょう長寿命化対策事
業費）
【問】跨線橋の補修等でのJRへの委託に関し
ては、その委託費が高額である。相手方の見積
もり内容をそのまま採用しているのか。
【答】相手方の見積もりをそのまま採用するの
ではなく、内容の取捨選択をし、不要なものは
削除するなどして、適正な価格で契約をするよ
うに努めている。

こせんきょう

事業で造成した分譲地（一部）

だいせん市議会だより　令和2．8
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令和元年度政務活動費会派別収支状況令和元年度政務活動費会派別収支状況令和元年度政務活動費会派別収支状況
●政務活動費は会派ごとに交付されており、交付額は１人当たり月15,000円です。
●収支の内容は毎年度議長に報告され、残額がある場合は市に返還することになっております。
　また、不足する場合は、不足分を自己負担としております。
●市民の方ならどなたでも閲覧できますので、詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

（単位：円）

※新政会は、所属議員１名が７月に逝去したため、８月～翌年３月分（120,000円）を返還しました。また、９月に
１名増員があったため、10月～翌年３月分（90,000円）が交付されました。
※地域住民の会は、９月に解散したため、10月～翌年３月分（90,000円）を返還しました。

【政務活動費の項目解説】（支出のあったもの）
・調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
・広　　報　　費：活動、市政について住民に報告するために要する経費
・資料作成費：活動に必要な資料の作成に要する経費
・資料購入費：活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
・その他の経費：内訳に記載以外の経費で、調査研究・その他の活動に必要な諸費

だいせんの会
（7人）

1,260,000

1,254,655

1,102,955

70,000

81,700

5,345

大地の会
（6人）

1,080,000

1,034,669

722,100

264,369

42,350

5,850

45,331

新政会
（5人→4人→5人）

870,000

647,036

641,058

5,978

222,964

日本共産党
（2人）

360,000

173,063

173,063

186,937

市民クラブ
（2人）

360,000

278,518

276,070

2,448

81,482

公明党
（2人）

360,000

360,000

240,700

117,350

1,950

0

創生会
（2人）

360,000

360,000

356,472

3,528

0

地域住民の会
（1人→0人）

90,000

98,517

97,833

684

0

会派への交付額

支出額

内
　
　
訳

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要請・陳情費

会議費

資料作成費

資料購入費

その他の経費

返還額

９月定例会日程のお知らせ 議長交際費 （4月1日～6月30日）
項　目

予 算 残 額

件　数 金　額

予 算 額

支 出 額 １件

０件

０件

１件

900,000円

5,000円

0円

0円

5,000円

895,000円

弔　　慰

慶　　祝

協　　賛

内　
　

訳

９月１日（火）
　本会議第１日（市政報告、議案等上程）
９月９日（水）
　本会議第２日（一般質問）
９月10日（木）
　本会議第３日（一般質問・議案質疑、委員会付託）
９月11日（金）･14日（月）
　常任委員会審査
９月18日（金）
　本会議第４日（委員長報告、質疑、討論、表決）
※現時点での予定であり、変更される場合があります。
　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

会派名

項目
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政務活動費の報告



市長に緊急要望書を提出
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、５月７日、市長に緊急要望書を提出し
ました。市民生活と地域経済の安定のため、中止となった市の事務事業などを精査し、
各種コロナ対策に要する財源確保に努め、さらなる対策を講じるよう要望しました。

～  要  望  事  項（概要）～
１．感染拡大防止の環境整備
　・市長自らが感染拡大防止への協力を呼び掛けるなど、情報発信の強化に取り組む
こと

　・各種支援制度の情報を確実に届けるために、広報等の強化に努めること
　・市民の不安・問題解決に向け、分かりやすい総合相談窓口の体制を整備すること

２．事業者・生活困窮者に対する経済支援
・生活困窮の恐れのある方々または事業者等に対して、実態を調査し、関係機関と
連携して適切な支援を実施すること

３．子どもの生活・学習環境の整備
・園児や児童・生徒の安全確保や精神的ケアに努めること
・災害や感染症の発生などによる緊急時でも、誰一人取り残さず創造性を育める学
びの場を実現するとともに、在宅で学習が可能な環境を整備し、インターネット
を通じたオンライン教育の推進に取り組むこと

　また、議会費から、新型コロナウイ
ルス対策費へ予算を充当させることを
提案し、第２回定例会において、議会
費を１,１３３万２千円減額しました。
　減額された分は、大仙市独自の経済
支援対策事業である「子育て支援地域
商品券給付事業」に充当されました。 

旅費 等
（当初予算 1,041万3千円）

政務活動費､研修費 等
（当初予算 568万円）

【新規】子育て支援　
地域商品券給付事業

（総事業費 2億1386万9千円）

▲799万2千円

▲334万円

事業費の一部に充当

だいせん市議会だより　令和2．8
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議会からのお知らせ



　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
」

に
よ
り
続
い
て
き
た
外
出
規
制
、接
触
規
制
も

徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

深
く
傷
つ
い
た
経
済
、社
会
を
再
起
動
さ
せ
、

一
日
も
早
く
人
々
の
暮
ら
し
と
仕
事
を
復
活
さ

せ
、経
済
を
再
び
回
し
始
め
る
こ
と
が
死
活
的

に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、誰
の
目
に
も
明
ら
か

で
す
。

　

た
だ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
依
然
と
し

て
そ
こ
こ
こ
に
潜
ん
で
い
る
は
ず
で
す
し
、気

の
緩
み
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
の
た
め
の「
基

本
動
作
」を
怠
れ
ば
、再
び
第
二
波
が
襲
っ
て
く

る
こ
と
は
、こ
れ
ま
た
明
ら
か
。

　

人
々
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
感
染
防
護
が
ま
ず
第
一
で
す
。

　
「
３
密
」回
避
な
ど「
新
し
い
生
活
様
式
」が
も

た
ら
す
難
し
さ
ゆ
え
に
、地
域
で
の
暮
ら
し
の

困
難
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
・
若
者
支
援
、日
常
生
活
困
難
者
支
援
、

地
域
生
活
支
援
と
い
う
分
野
で
の
行
政
の
支
援

を
通
じ
、早
く
日
常
に
戻
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
が
、も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

（
委
員　

佐
藤　

育
男
）

広
報
広
聴
常
任
委
員
会　
　
　

委　
員　
長　

挽
野　

利
恵

副
委
員
長　

三
浦　

常
男

委　
　

員　

佐
藤　

隆
盛

石
塚　
　

柏

藤
田　

和
久

小
笠
原
昌
作

小
松　

栄
治

後
藤　
　

健

佐
藤　

育
男

児
玉　

裕
一

編
集
後
記

市

民

の

声

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
世
界
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
学
校
の
一
斉
休
校
、

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
状
況
の
中
で
、
生
活
、
教
育
、
経
済
な
ど

に
異
常
を
来
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
証
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
一
番
気
に
な
っ
た
の
は

「
情
報
公
開
」
で
す
。
中
国
が
11
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
情
報
を
公
開
し
て
い
た
ら･･･

今
の
状

況
は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
ピ
ー
ク
は
３
月
下
旬
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
国
の
政
策
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
公
開
さ
れ
な
い
こ
と
の
多
さ
に
驚

き
ま
す
。
そ
し
て
、
数
年
前
に
感
染
症
対
策
と
し
て
、

保
健
所
の
強
化
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
増
強
な
ど
、
今
ま

で
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
。

　

大
仙
市
に
は
、
第
一
波
も
来
て
い
ま
せ
ん
。
自

助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
負
け
な
い
大
仙
市
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

16
年
目
を
迎
え
た
大
仙
市

の
検
証
と
未
来
へ
の
提
言
を
、

情
報
公
開
の
も
と
、
市
民
感

覚
の
議
員
の
皆
さ
ま
に
大
い

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
岡
地
域　

50
代
男
性
）

　５月29日から始まった第２回定例会では、新型コロナウイルス感染症の飛沫感染防止策として、
透明アクリル板を加工したパーティション（間仕切り）が、議場内に設置されました。
　各議席間や演台前へ、計29枚が取り付けられた中で議事が進行されました。

議場にパーティションを設置
ひまつ

だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り
　
 第
6
1
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